
実証実験報告書
〜デジタルでキュレーションを支援し陶磁美術館の魅力を向上したい！〜
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１. 実証実験の概要
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1-1 背景・目的
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これまで紙のアンケートでしかわからなかった、どのような属性の人が来館してどのような展示に
興味・関心を持って館内を見てくれているのかという情報を、全来館者を対象に把握したい。

館内にＡＩカメラやセンサー等を配置して、来館者の属性把握と滞留状況や動線分析を実施する。

来館者の属性の分析、動線の分析により、ターゲットを絞った効果的な広報を行うとともに、
より来館者の満足度の高い展示内容を実現する。

Ø 解決したい課題

Ø 想定する実証実験

Ø 実現したい未来



1-2 実証実験の内容
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※全体来館者数と展示室ごとの来館者数を
計測するため4箇所に設置

Ø 来場者数の正確な人数と属性を解析する為、館内入り口にカメラを設置し、来場者数・性別・年齢をAI解析にて計測
Ø 来場者数から人気のあるエリアを解析する為、館内上部にカメラを設置し、滞留時間をAI解析にて計測
Ø 計測データはWebシステムにて、リアルタイムに集計・確認

愛知県陶磁美術館 IDEA platform
（Webシステム）

検知ライン

館内にAIカメラを4台設置

来館者

来館者

IDEA counter
（AIカメラ）



1-2 実証実験の内容（実際の様子）
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Ø 使用したカメラ Ø 設置後の様子

Ø 計測実施のアナウンス

始点

終点

L R



1-3 目標・KPI

Ø 美術館の来館者数とその属性、動線や滞留時間を

機械計測し、来場者全員を対象とした分析可能な

データを取得する（当初のKPI）
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Ø 広報戦略の立案を行うため、来館者数やその属性、

滞留時間などのデータを元に来館者の興味関心を

分析する（当初のKPI）

通信環境の問題から、カメラ4台中2台のみの稼働となり
KPIを一部変更

Ø 美術館の来館者数とその属性を機械計測し、来場

者全員を対象とした分析可能なデータを取得する

（変更後のKPI）

通信環境の問題から、カメラ4台中2台のみの稼働となり
KPIを一部変更

Ø 広報戦略の立案を行うため、来館者数やその属性

などのデータを元に来館者の興味関心を分析する

（変更後のKPI）



２. 実証実験の結果
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結果

当初の予定カメラ設置数である4台から2台での計測になってしまったが、
全体来場者数（玄関ロビーカメラ）と企画展来場者数（第1展示室カメラ）の
データ計測を実施できた。それぞれ人数、性別や年代のデータを取得できた。

2-1 KPIに関連する結果
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玄関ロビーの計測結果 第1展示室の計測結果

Ø 美術館の来館者数とその属性、動線や滞留時間を機械計測し、来場者全員を対象とした

分析可能なデータを取得する



結果

人数、性別や年代のデータをもとにこれまで取得できていなかった広報戦略に
必要なデータを提供し、施策づくりの土台構築に寄与することができた。結果、
アンケート回答者は男性割合が高かったが、来場者は女性割合が高いことが判明した。

2-1 KPIに関連する結果

10

Ø 広報戦略の立案を行うため、来館者数やその属性のデータを元に来館者の興味関心を分析する

※第1展示室の来場者数計測結果

399人
45%

486人
55%

AI解析の男女比率(13~15時)

男性 女性

※アンケート結果

26人
62%

16人
38%

アンケート結果の男女比率

男性 女性
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Ø 属性分析結果は、アンケート結果にのみ頼っていた愛知県陶磁美術館としては女性来館者が
多いことが判明したことは意外な結果であり有意義であった。

Ø AIカメラ導入の実証実験は、愛知県陶磁美術館だけで適当な企業を探し出すのは困難であり、
AICHI X TECH事業に参加し実証実験を通して広報戦略等の可能性を広げることができた。

Ø 建物の構造上、通信環境が悪く実証実験で測定期間が大幅に短くなる等、かなりの障害とな
ってしまった。今後、来館者の属性分析だけでなく、あらゆる面でデジタル化が求められる
なかで、インフラ整備も大きな課題の１つと認識することができた。

2-1その他の結果



2-2 その他の結果（実証期間内に発生した事象）
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Ø AI解析データとチケットによる数字の照らし合わせの中で、差異が大きい日がいくつかあった。
美術館スタッフや同一人物を重複カウントしてしまった可能性などが考えられる。

Ø カメラのデザインが美術館の雰囲気に馴染みやすいものであり、景観に影響を及ぼすことなく
計測を行うことができた。小規模な配線工事で済み、床に配線を敷かなかったため、来館者の
導線を妨げなかった。

Ø 景観への配慮のため、有線ではなく無線での接続方式を採用した。

有線の場合

基地局

モバイルWiFiルータ

AIカメラ

有線LAN

無線LAN

無線の場合

基地局

モバイルWiFiルータ

AIカメラ

WiFiルータ

無線LAN
無線LAN

景観影響のないカメラを採用



2-3 工夫したポイント
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Ø 現地調査を実施し、正確にデータが取りやすい

位置にカメラを設置した。

Ø SIM通信が館内では一部エリアのみしか
対応していなかった。

docomo回線からau回線への変更や
Wi-Fi接続への変更対応などの対処を講じた

NTT Docomo（当社通常方法）

au（SIM回線変更）

Wi-Fi（通信方法変更）



2-4 実証実験で得られた発見
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Ø 来館者の属性の把握について、従来のアンケート結果では男性の割合が多かったが、AIカメラ
による測定結果からは女性来館者の割合が高いことがわかった。

Ø アンケートだけではわからなかった本来の来館者の属性を把握することができ、今後の有効な
広報へ繋がる可能性を見出すことできた。

Ø 美術館としての景観を損わず、個人情報の取得を行わない形で実施し、来館者へのサービスを
低下させずに実証実験を行うことができた。



３. 課題と今後の展開
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3-1 サービス/ システムに関する課題
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Ø セルラー通信での接続が出来ない環境での計測実
績がなく、またWi-Fiを使った接続も初めてであ
ったため、対応や機器の準備に時間を要してしま

った。さまざまな通信環境でスムーズな接続が行
えるようにしておくべきである。

通信

Ø 年代の解析について、現状では「子供」「大人」
「シニア」の3分類で年齢に幅があり、本格導入
するためにはより細分化していく必要がある。

Ø 愛知県陶磁美術館で実施しているアンケートでは
10歳ごとの区分であるため、それにできるだけ近
づくよう今後のアップデートを実施していく。

年代推定



3-2 導入に向けての課題
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Ø 愛知県美術館の販売チケット枚数とAIカメラによ
る解析データが大きく異なる日が存在した。

Ø 美術館のスタッフの方をカウントしたか、重複の
カウントである可能性が高く、精度を高めるため
には、測定方法について工夫するべきである。

精度

Ø 愛知県陶磁美術館の通信環境（携帯電話回線）が

良好ではなく、より正確な測定と分析のためには、
設備投資も必要であることがわかった。

通信 精度
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Ø 愛知県陶磁美術館の構造上、通信環境（携帯電話回線）が非常に悪い状態であるた
め、通信環境を整えていく必要がある。

Ø 従前は紙のアンケートでしかわからなかった来館者の属性情報が把握でき、より実
態に近い状況を把握することができた。「スタッフの経験と勘」と「テクノロジー
の活用」をかけ合わせていきたい。

Ø AIカメラ等のテクノロジーを導入する場合、美術館の景観を損なわないデザインや
配線設備が必要であると認識できた。テクノロジーの導入が来館者のサービス低下
を招かないように配慮し、活用を目指したい。

Ø 来館者情報の取得を進め、来館者の満足度を高める施策づくりに活かしていきたい。

3-3 今後の展望



４. 参考資料
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4-1 サービス/ システムの紹介
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IDEA counter

AI搭載のエッジカメラを利用し

・人数計測、交通量計測
・性別・年代推定
・滞留計測

を行うことのできるソリューションです。

※設置箇所によってはカメラの種類が変更になる場合があります。
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4-2 成果物（AI解析結果）
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通信状況悪化により、計測不可期間

（人）



4-2 成果物（AI解析結果）
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4-2 成果物（AI解析結果）
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※計測期間：2022年11月1日〜12月25日



4-2 成果物（AI解析結果）
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Ø 時間帯による男女比率の大きな変化はなく、常に女性の割合が少し高いことがわかった

※玄関ロビー（11/1~12/25）

※美術館スタッフの方のカウントを避けるため、13~15時を「美術館スタッフ往来の少ないコアタイム」と仮定し、その時間帯のみの男女比率も分析したが大きな変化はなかった。

※第1展示室（11/1~12/25）

777人
47%

884人
53%

営業時間の男女比率(9~16時)

男性 女性

305人
46%

357人
54%

コアタイムの男女比率(13~15時)

男性 女性

1096人
46%

1308人
54%

営業時間の男女比率(9~16時)

男性 女性

399人
45%

486人
55%

コアタイムの男女比率(13~15時)

男性 女性
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Ø PR TIMESに掲載 Ø AI関連メディアのLedge.aiに掲載

Webサイト Webサイト

4-3 メディア掲載事例

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000041.000048250.html
https://ledge.ai/2022-09-12-1585378526631ee03da59c6/

